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藤井 隆晴

福教組
ホームページ
http://ftu-net.jp

〜５月〜

10日（水）
県教協教文局・教
育総研合同会議

12日（金）〜14日（日）

沖縄5･15平和行進

13日（土）
支部長会
支部長・書記長会

17日（水）県教研専門委員会

20日（土）
ジェンダー平等
教育代表者会・
定例学習会

30日（火）
福退教支部代表
者会

〜６月〜
７日（水）組織部長会

10日（土）
労働（賃財）部長
会・栄養教職員部
総会･交流学習会

11日（日）青年部長会

18日（日）支部長会

22日（木）福退教定期大会

24日（土）
事務職員部長会・
明日の教育を拓
くセミナー

主
な
要
求
項
目
と
当
局
回
答

①
副
知
事
交
渉
（
３
月
28
日
）

○
２
０
２
３
年
度
の
賃
金
改
善
に
あ

た
っ
て
は
、
職
員
の
士
気
高
揚
と
生

活
の
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

【
当
局
回
答
】

　
職
員
の
給
与
は
、
地
方
公
務

員
法
に
お
い
て
社
会
一
般
の
情
勢

へ
の
適
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
人
事
委
員
会
勧
告

に
よ
り
改
定
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
地
方
公
務
員
を
取
り

巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
が
、
職
員
の
士
気
や
生
活

の
問
題
は
特
に
重
要
な
こ
と
と

認
識
し
て
お
り
、
勤
務
労
働
条

件
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
と
誠
意

を
持
っ
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

福政連（日政連）議員一覧
【国会議員】

堤　かなめ
（衆議院議員／福岡５区）

古賀ちかげ
（参議院議員／全国比例区）

【県議会議員】

渡邊　美穂（太 宰 府 市）✿ 後藤　香織（福岡市早良区）✿

【市町村議会議員】

落石　俊則（福岡市東区）✿ 池田　良子（福岡市西区）✿

小宮　敬子（北九州市門司区） 徳永　洋介（太 宰 府 市）

河野　敏生（大 野 城 市）✿ 竹永　茂美（う き は 市）

寺原　裕明（筑 前 町） 秋永　峰子（久 留 米 市）✿

新原　善信（小 郡 市） 新谷信次郎（柳 川 市）

船原　基近（大 牟 田 市）✿

✿が今回の統一自治体選挙で当選した議員

　福政連・日政連（福岡県民主教育政治連盟・日本民主教育政治
連盟）は、主に教育現場をよく知る元組合員から議員になった方々
で構成されています。古賀ちかげさんの国会での活躍を見てもわ
かるとおり、福教組・日教組運動をすすめて行くために各級議会
で大きな力になってくれます。わたしたちの生活と権利、子ども
たちの教育を守るためにも福政連・日政連議員を増やしていかな
ければなりません。

要求書を手交する筒井議長
（県職労委員長）

当面の主な予定

　

４
月
９
日
、
23
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
統
一
自
治
体
選
挙
に
お
い
て
、
福
教
組
組
織
内
候
補
と

し
て
県
議
会
議
員
２
人
、市
町
村
議
会
議
員
５
人
が
見
事
当
選
を
果
た
し
た
。
う
ち
後
藤
か
お
り
（
福

岡
市
早
良
区
選
出
県
議
）、
か
わ
の
と
し
お
（
大
野
城
市
議
）、
船
原
も
と
ち
か
（
大
牟
田
市
議
）
が

新
た
な
福
政
連
議
員
と
な
っ
た
。
小
郡
市
・
三
井
郡
選
挙
区
か
ら
県
議
に
立
候
補
し
た
三
笘
よ
し
お

は
健
闘
し
た
も
の
の
勝
利
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
地
公
労
（
地
方
公
務
員
労
働
組
合
共
闘
会
議
＝
福
教
組
・
高
教
組
・

県
職
労
で
構
成
）
は
、
春
闘
期
の
と
り
く
み
と
し
て
副
知
事
交
渉
、

人
事
委
員
会
事
務
局
長
交
渉
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
の
交
渉
に
お
い
て

も
、
民
間
企
業
の
大
手
を
中
心
と
し
た
大
幅
な
賃
上
げ
回
答
が
続
出

す
る
な
か
、
公
務
職
員
の
士
気
高
揚
と
人
員
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
、
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
の
改
善
と
長
時
間
労
働
の
是
正
を
進
め

る
こ
と
を
強
く
求
め
た
。

大
幅
な
賃
金
ア
ッ
プ
と

�

長
時
間
労
働
の
是
正
を
要
求

�

【
２
０
２
３
春
闘
期
の
地
公
労
交
渉
】

７人当選！福政連議員



福　岡　県　教　育　新　聞 (1部定価10円)　組合員の購読料は組合費に含む。（毎月15日発行） 2
昭和37年10月6日
第三種郵便物認可第2018号 2023年５月15日

○
教
育
職
の
賃
金
・
諸
手
当
に

つ
い
て
は
、「
人
材
確
保
法
」

の
趣
旨
お
よ
び
文
部
科
学
省
に

よ
る
実
態
調
査
等
を
踏
ま
え
、

暫
定
再
任
用
職
員
も
含
め
現
行

水
準
を
改
善
す
る
こ
と
。

【
当
局
回
答
】

　
暫
定
再
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
士
気

高
揚
や
人
材
の
確
保
と
い
っ
た

観
点
か
ら
非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
「
学
校
教
育
の
水
準
の
維
持

向
上
の
た
め
の
義
務
教
育
諸
学

校
の
教
職
員
の
人
材
確
保
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
人
材
確
保

法
）」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
改

善
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
人
事
委
員
会
に
対

し
て
継
続
し
て
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

②
人
事
委
員
会
事
務
局
長
交
渉

�

（
４
月
24
日
）

○
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措

置
と
し
て
の
人
事
委
員
会
勧
告

制
度
の
機
能
を
十
分
認
識
し
、

本
県
の
実
情
を
ふ
ま
え
、
本
県

人
事
委
員
会
と
し
て
の
独
自
性

を
発
揮
し
、
県
職
員
の
士
気
高

揚
と
生
活
の
維
持
・
改
善
に
つ

な
が
る
勧
告
を
行
う
こ
と
。

【
人
事
委
員
会
回
答
】

　
地
方
公
務
員
法
の
「
情
勢
適

応
の
原
則
」、「
均
衡
の
原
則
」

に
則
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
民

た
時
間
外
労
働
実
態

調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
小
・
中
学
校
教

員
の
１
月
当
た
り
の

時
間
外
労
働
時
間

は
、
持
ち
帰
り
仕
事

と
時
間
も
含
め
、
平

均
で
小
学
校
90
時

間
20
分
、
中
学
校

１
０
２
時
間
33
分
と

い
う
結
果
で
、
相
変

わ
ら
ず
、
長
時
間
労

働
の
是
正
は
進
ん
で

い
な
い
。

　
県
教
委
は
「
教
職

員
の
働
き
方
改
革
取
組
指
針
」

に
お
い
て
、「
緊
急
の
課
題
と

し
て
、
月
80
時
間
超
の
時
間
外

在
校
等
時
間
の
解
消
に
取
り
組

む
」「
24
年
度
ま
で
に
時
間
外

在
校
等
時
間
を
年
３
６
０
時
間

以
内
（
月
45
時
間
以
内
）
に
す

る
」
と
し
て
い
る
が
、
現
状
の

ま
ま
で
は
目
標
達
成
は
と
て
も

見
込
め
な
い
。

　
22
年
度
の
人
事
委
員
会
報
告

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、「
現

在
行
わ
れ
て
い
る
取
組
の
結
果

を
検
証
し
、
よ
り
効
果
的
な
取

組
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
」
だ
が
、
残
念
な
が

ら
十
分
な
検
証
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
思
え
ず
、し
た
が
っ
て
、

よ
り
効
果
的
な
取
組
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

　
現
場
を
知
ら
な
い
者
が
い
く

う
、
県
教
育
委
員
会
の
取
組
状

況
を
引
き
続
き
注
視
し
た
い
。

　
ま
た
、
再
任
用
教
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら
も

皆
さ
ん
方
と
議
論
を
進
め
て
き

た
。
定
年
引
き
上
げ
中
の
職
員

の
方
と
、
一
旦
退
職
し
退
職
手

当
を
受
け
取
っ
た
う
え
で
一
年

ご
と
に
任
期
を
更
新
を
し
て
い

く
再
任
用
の
方
と
の
間
で
の
処

遇
の
違
い
と
い
う
の
は
、
制
度

上
で
は
任
用
の
形
態
の
違
い
と

い
う
と
こ
ろ
に
起
因
し
て
い
る

も
の
と
理
解
を
し
て
い
る
が
、

一
方
で
「
同
じ
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
に
給
与
に
差
が
出

て
く
る
と
い
う
の
は
問
題
で
は

な
い
か
」
と
い
う
意
見
に
つ
い

て
、
そ
の
趣
旨
は
十
分
理
解
で

き
る
。

間
企
業
の
従
業
員
の
給
与
や

国
、
他
県
の
職
員
の
給
与
等
を

考
慮
し
て
報
告
勧
告
を
行
う
方

針
で
あ
る
。

○
暫
定
再
任
用
職
員
の
賃
金
や

手
当
に
つ
い
て
は
、
定
年
引
上

げ
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た

勧
告
を
行
う
こ
と
。

【
人
事
委
員
会
回
答
】

　
再
任
用
の
給
与
は
こ
れ
ま
で

国
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
改
定

を
し
て
き
た
。
人
事
委
員
会
と

し
て
は
国
や
他
県
の
動
向
に
留

意
し
、み
な
さ
ん
や
任
命
権
者

と
協
議
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

福
教
組
か
ら
の
意
見
発
信

�

（
藤
井
書
記
長
よ
り
）

　
福
教
組
が
22
年
11
月
に
行
っ

ら
対
策
を
考
え
て
も
、
的
外
れ

な
対
策
し
か
出
て
こ
な
い
。
現

場
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
現
場

で
働
く
教
職
員
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
し
っ
か
り
現
場
の
教

職
員
の
意
見
を
聞
き
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
長
時
間
労
働
是
正
の

カ
ギ
に
な
る
。
こ
の
点
を
人
事

委
員
会
と
し
て
も
、
強
く
県
教

委
に
働
き
か
け
て
も
ら
い
た

い
。

【
人
事
委
員
会
コ
メ
ン
ト
】

（�

今
泉
人
事
委
員
会
事
務
局
長

よ
り
）

　
厳
し
い
職
場
の
実
態
は
深
刻

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
一
層
の
取
組
が
必
要
で
あ

る
。
教
員
の
働
き
方
改
革
は
、

長
期
間
労
働
の
是
正
と
い
う
こ

と
に
加
え
、
子
ど
も
と
し
っ
か

り
と
向
き
合
う
と
い
う
意
味

で
、
教
育
に
与
え
る
影
響
と
い

う
の
は
非
常
に
大
き
い
。

　
文
部
科
学
省
で
は
、
昨
年
12

月
に
「
教
職
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
、
教
員
の
給
与
や
勤
務
制

度
の
在
り
方
を
含
め
て
、
働
き

方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
の
検

討
が
始
ま
っ
た
。
教
職
員
の
長

時
間
労
働
の
縮
減
に
向
け
て
、

市
町
村
の
教
育
委
員
会
を
含
め

て
教
育
現
場
で
の
働
き
方
改
革

が
確
実
に
進
め
ら
れ
て
い
く
よ

文
部
科
学
省
が
「
教

員
勤
務
実
態
調
査
・

速
報
値
」
を
公
表

　
４
月
28
日
公
表
の
内
容
に
よ

る
と
、
教
育
現
場
の
長
時
間
労

働
の
実
態
が
依
然
と
し
て
改
善

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。（
小
学
校
３
時
間

00
分
、
中
学
校
３
時
間
15
分
の

超
勤
／
平
日
一
日
あ
た
り
。
詳

細
は
文
科
省
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し

て
も
ら
い
た
い
。）

　
日
教
組
は
長
時
間
労
働
是
正

に
む
け
、
全
国
の
組
合
員
が
参

加
で
き
る
「
学
校
の
働
き
方
改

革 

意
見
投
稿
フ
ォ
ー
ム
」
を

作
成
し
、
現
場
の
声
を
集
め
る

と
り
く
み
を
開
始
し
た
。
左
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

て
投
稿
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
昨
年
の
人
事
委
員

会
報
告
中
で
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
が
多

い
と
い
う
本
県
の
実

情
を
踏
ま
え
な
が
ら

職
員
が
持
っ
て
い
る

力
を
さ
ら
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
言
及

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

要求書を手交する本村議長
※�23年度の地公労議長は福教組委員長が務めます。

https ://docs .goog le .com/forms/
d/1bCdv3538T_veTQ4h7e1ippp3tNvbc 
w-WomDZKF1vuQ/edit


